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 非行少年の更生は，いかにして少年たち自身が「自分は変わろう」と思うようになって

いくかがカギである。それを目指した，少年院・少年鑑別所の取組の様子と，職員たちの声を

まとめている。 

職員たちの日頃の取組のありのままの姿が描かれている。共通するのは，関わった子ど

も・若者一人一人に丁寧に向き合い，彼／彼女らに成長や変化の瞬間が訪れることを

信じ求め続けていることである。もちろん，多くの苦労や悩みもある。それも率直に語られて

いるので，理解できるし共感できる。 

本書で描かれている職員たちの苦労の物語は，非行を犯した少年たちの反省と立ち直りの

物語でもある。読者は，未来への希望を読み取ることができるはずである。 

 子育てに悩む保護者の方にも，様々な少年の指導に関わる大人の人にも，ぜひ本書の一読

をお薦めしたい。    （日本大学文理学部教授，日本教育学会会長 広田照幸氏） 

 非行少年等の立ち直り，育て直しに向け，少

年院及び少年鑑別所で働く法務教官・法務技

官は，心理学，教育学，社会学等人間科学の

専門的知識・技術を活用して仕事を行ってお

り，言わば対人援助の専門職であると言えま

す。 

 本書は，長年，そのような経験を積んだ現役

職員が，日ごろの取組の蓄積の中から，広く子

育てや若者支援などに参考となりそうな視点

や知恵をつむぎ出し，分担執筆したものです。 

これは，少年矯正の現場で培われた知見の

集積でもあり，再犯防止が我が国社会の課題

となっている今日，これを子ども・若者の成長

を支援するできる限り多くの皆様にお伝えした

く，このたび図書として発刊することといたしま

した。  
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